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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 7月 6日 (2006.7.6)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 請 求 項 １ 】
　 螺 子 山 を 開 口 部 外 周 に 設 け た 容 器 本 体 と 、 こ の 容 器 本 体 の 開 口 端 を 覆 う よ う に 載 置 さ れ
根 元 に ス ト ッ パ が 形 成 さ れ た 管 状 の 注 ぎ 口 と こ の 注 ぎ 口 の 近 傍 に 形 成 さ れ た 管 状 の 空 気 抜
き 孔 と を 備 え た 注 ぎ 口 部 材 と 、 前 記 容 器 本 体 の 螺 子 山 に 螺 合 す
る 螺 子 溝 を 内 周 側 面 に 形 成 し 、 前 記 注 ぎ 口 部 材 の 上 面 に 載 置 さ れ 前 記 ス ト ッ パ を 含 む 前 記
注 ぎ 口 お よ び 前 記 空 気 抜 き 孔 が 突 出 す る よ う に 開 口 孔 が 形 成 さ れ て い る 押 さ え 部 材 と 、 こ
の 押 さ え 部 材 か ら 突 出 し た 前 記 注 ぎ 口 の 開 口 お よ び 前 記 空 気 抜 き 孔 の 開 口 を 押 さ え る 内 底
面 を 形 成 し 前 記 押 さ え 部 材 の 外 周 側 面 と 嵌 合 す る 内 周 側 面 を 備 え た 蓋 部 材 を 具 備 す る こ と
を 特 徴 と す る 液 体 調 味 料 容 器 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 実 開 昭 ６ ２ － ２ ７ ５ ４ ７ 号 公 報 に は 、 ド レ ッ シ ン グ 等 の よ う に 使 用 前 に 容 器 内 の 液 体 を
撹 拌 す る 容 器 を 液 密 と し た 蓋 材 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 蓋 材 は 第 ３ 図 に 示 す よ う に 、 容 器
本 体 ２ ０ １ 側 に 周 設 し た 蓋 受 け 部 ２ ０ ２ と 、 該 蓋 受 け 部 ２ ０ ２ に 取 外 し 可 能 に 嵌 着 係 止 さ
れ る 蓋 本 体 ２ ０ ３ か ら な り 、 蓋 受 け 部 ２ ０ ２ の 上 面 開 口 周 囲 に 、 先 端 部 が 略 Ｒ 状 に 拡 径 さ
れ た 筒 状 ガ イ ド 部 ２ ２ ２ を 管 状 に 形 成 し 、 一 方 蓋 本 体 ２ ０ ３ 下 面 側 の 筒 状 ガ イ ド 部 ２ ２ ２
に 対 応 す る 位 置 に 、 該 ガ イ ド 部 内 周 面 に 嵌 合 可 能 に 筒 状 封 止 部 ２ ３ １ を 形 成 し 、 前 記 筒 状
ガ イ ド 部 ２ ２ ２ と 筒 状 封 止 部 ２ ３ １ 間 の 面 接 触 に よ り 容 器 本 体 内 に 封 入 し た 調 味 液 の 液 封
止 を 図 っ た 調 味 液 封 入 容 器 の 蓋 構 造 に お い て 、 蓋 本 体 下 面 側 に 、 筒 状 封 止 部 と 同 心 状 に 環
状 突 起 ２ ３ ２ を 突 設 し 、 該 突 起 ２ ３ ２ が 蓋 受 け 部 ２ ０ ２ 側 に 形 成 し た 筒 状 ガ イ ド 部 ２ ２ ２
の 先 端 拡 径 部 ２ ２ ３ 上 面 を 圧 接 し 、 接 触 に て シ ー ル を 行 う 第 ２ の 液 封 止 部 を 形 成 し た も
の で あ る 。 そ し て 、 前 記 筒 状 ガ イ ド 部 ２ ２ ２ と 筒 状 封 止 部 ２ ３ １ と の 間 の 毛 細 管 現 象 に よ
る 液 漏 れ も 防 ぐ よ う に し た も の で あ る 。
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【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 対 応 す る 発 明 は 、 液 体 調 味 料 容 器 に お
い て 、 螺 子 山 を 開 口 部 外 周 に 設 け た 容 器 本 体 と 、 こ の 容 器 本 体 の 開 口 端 を 覆 う よ う に 載 置
さ れ 根 元 に ス ト ッ パ が 形 成 さ れ た 管 状 の 注 ぎ 口 と こ の 注 ぎ 口 の 近 傍 に 形 成 さ れ た 管 状 の 空
気 抜 き 孔 と を 備 え た 注 ぎ 口 部 材 と 、 前 記 容 器 本 体 の 螺 子 山 に 螺
合 す る 螺 子 溝 を 内 周 側 面 に 形 成 し 、 前 記 注 ぎ 口 部 材 の 上 面 に 載 置 さ れ 前 記 ス ト ッ パ を 含 む
前 記 注 ぎ 口 お よ び 前 記 空 気 抜 き 孔 が 突 出 す る よ う に 開 口 孔 が 形 成 さ れ て い る 押 さ え 部 材 と
、 こ の 押 さ え 部 材 か ら 突 出 し た 前 記 注 ぎ 口 の 開 口 お よ び 前 記 空 気 抜 き 孔 の 開 口 を 押 さ え る
内 底 面 を 形 成 し 前 記 押 さ え 部 材 の 外 周 側 面 と 嵌 合 す る 内 周 側 面 を 備 え た 蓋 部 材 を 具 備 す る
も の と し た 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の よ う に 、 注 ぎ 口 部 材 を 介 し て 容 器 本 体 と 押 さ え 部 材 と を
螺 合 す る こ と に よ っ て 、 押 さ え 部 材 の 押 圧 力 が 注 ぎ 口 部 材 に 伝 わ り 、 容 器 本 体 の 開 口 端 と
注 ぎ 口 部 材 と を 密 着 さ せ る こ と が で き る 。 注 ぎ 口 部 材 に 形 成 し た 管 状 の 注 ぎ 口 と 管 状 の 空
気 抜 き 孔 と を 押 さ え 部 材 か ら 突 出 さ せ る よ う に し 、 か つ こ れ ら 注 ぎ 口 と 空 気 抜 き 孔 と の 開
口 端 を 蓋 部 材 で 塞 ぐ よ う に し た の で 、 両 開 口 端 を 密 着 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 注 ぎ 口
の 根 元 に ス ト ッ パ を 形 成 し た の で 、 蓋 部 材 を 閉 め た と き に 注 ぎ 口 が 容 器 本 体 側 に 落 ち 込 ま
な い の で 、 注 ぎ 口 部 材 の 変 形 に よ る 空 気 抜 き 孔 と 蓋 部 材 と の 隙 間 の 形 成 を 防 ぐ こ と が で き
る 。 さ ら に 、 蓋 部 材 の 内 周 側 面 と 押 さ え 部 材 の 外 周 側 面 と を 嵌 合 さ せ て い る の で 、 本 発 明
の 液 体 調 味 料 容 器 を 誤 っ て 横 倒 し し て も 蓋 部 材 が 外 れ る こ と な く 、 密 閉 構 造 を 維 持 す る こ
と が で き る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 前 記 空 気 抜 き 孔 ７ の 開 口 端 は 、 押 さ え 部 材 ４ を 容 器 本 体 ２ に 螺 合 さ せ た と き 押 さ え 部 材
４ の 上 面 か ら 突 出 す る よ う な 長 さ で あ り 、 の 内 底 面 に よ り 前 記 開 口 端 は 塞 が れ 密
着 状 態 と な る 。 空 気 抜 き 孔 ７ に は 注 ぎ 口 ６ に 形 成 し た よ う な 環 状 ス ト ッ パ ８ を 形 成 し な く
て も 、 注 ぎ 口 ６ の 環 状 ス ト ッ パ ８ に よ り 落 ち 込 み 量 が 低 減 さ れ て い る の で 、 満 足 で き る 密
着 状 態 を 得 る こ と が で き る 。 し か し 、 空 気 抜 き 孔 ７ に も 同 様 な 環 状 ス ト ッ パ ８ を 形 成 す れ
ば 、 好 ま し い こ と は な お さ ら で あ る 。
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